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玉置敦彦「同盟概念再考─揺れ動く国際情勢と日米同盟」『神奈川大学アジアレビュー』№3、神奈川
大学アジア研究センター、2016年
増田雅之「パワー・トラジッション論と中国の対米政策「新型大国関係」論の重点移行」、『神奈川大学
アジアレビュー』№2、神奈川大学アジ研究センター、2015年
湖南省藍山県過山系ヤオ族の言語学的研究（2013年～2015年度）
研究代表者 廣田律子（経営学部教授）
研究分担者 ［学内］ 泉水英計（経営学部教授）、彭国躍（外国語学部教授）、松浦春樹（工学部教授）、
松丸正延（工学部教授）、三村宜敬（理学部非常勤講師）
 ［学外］ 内海涼子（大阪成蹊大学芸術学部教授）、丸山宏（筑波大学人文社会科学研究科教
授）、吉川雅之（東京大学大学院総合文化研究科准教授）、吉野晃（東京学芸大学
教育学部教授）
【研究の目的】
中国湖南省藍山県に居住する過山系ヤオ族が伝承する儀礼の調査を通じて、儀礼の実践及び儀礼で使
用される文献の両面から、ヤオ族の儀礼知識の全容を把握し、全体像を明らかにしようと取り組んでい
る。
儀礼の実践においてヤオ語（ミエン語）が使用されるのにもかかわらず、儀礼が漢語文献の読誦によ
り進行するため、文献の解読を優先して行ない、これまで言語学的なアプローチがまったく手つかずの
状態だった。ヤオ族の儀礼知識のさらなる解明を目指す上で不可欠といえる言語学的研究を進めるにあ
たり、藍山県ヤオ族の日常生活用語である基礎語彙集（2000～5000語彙及び文例）の作成と言語の基
本構造の解明から始めようと考え、本研究を立ち上げた。
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【研究成果の概要】
2013年度は留学来日中のヤオ族女性に対して基礎語彙の聞き取りを行ない、さらに2014年度の藍山
県ヤオ族に対する調査実施の準備として予備的調査を実施した。2014年度は現地での基礎語彙の聞き
取りを実施し、成果を『神奈川大学アジアレビュー』で発表した。
2015年度は現地の現役の祭司に来日を依頼し、歌謡語で誦経詠唱される儀礼経典『盤王大歌』の経
文の文字の確定と1文字ごとの読みの国際音声字母による記録化を図った。11月には関連研究者及び現
地祭司らの参加を得て国際シンポジウム『瑶族の歌謡と儀礼』を開催し成果の報告を行なった。12月
末に現地で実施された『盤王大歌』が詠唱される還家愿儀礼の実地調査を行ない、実際の誦経詠唱の方
法について詳しく記録した。今後経文の誦経詠唱に使われる歌謡語と日常生活用語の差異の分析を進め
ることでヤオ族の複雑な言語体系が解明されることになると考える。さらに儀礼で行なわれる歌謡語に
よる誦経において、問答形式が頻繁に見られる等特性が分かってきた。儀礼における歌謡のもつ意味の
解明に繫がると考える。最終報告書として、アジア研究センター研究叢書2『ミエン・ヤオの言語と儀
礼』を刊行予定である。
【当該研究課題に関連する主な発表論文等】
廣田律子「湖南省藍山県ミエン・ヤオ族調査報告」、『神奈川大学アジアレビュー』No.2、神奈川大学ア
ジア研究センター、2015年。
吉川雅之「ミエン語（勉語）藍山匯源方言調査報告」、『神奈川大学アジアレビュー』No.2、神奈川大学
アジア研究センター、2015年。
廣田律子「儀礼における歌謡─「大歌」の読誦詠唱される還家願儀礼を事例として─」、吉野晃「タイ
北部のミエンにおける歌と歌謡語─「歌二娘古」発音と注釈─」、丸山宏、「ヤオ族宗教文献「意者書」
から見る還家願儀礼─大庁意者の問掛と許願の部分を中心に─」、内海涼子「ベトナムのミエン・ヤ
オの衣文化 ─ラオカイ省の事例を中心に─」、三村宜敬「儀礼にみるヤオ族の船 ─ヤオ族のもつ船の
イメージ─」、吉川雅之「『大歌書』上冊記音 ─ミエン語（勉語）藍山匯源方言による─」、アジア研
究センター研究叢書2『ミエン・ヤオの歌謡と儀礼』、大学教育出版、2015年3月
東アジア近代における伝統とその変容（2013年～2015年度）
研究代表者 村井寛志（外国語学部教授）
研究分担者 ［学内］ 鈴木陽一（外国語学部教授）、孫安石（外国語学部教授）、東郷佳朗（法学部准教
授）、松本安生（人間科学部教授）、馬興国（特別招へい教授）、佐藤克春（人間科
学部非常勤講師）
 ［学外］ 相原佳之（東洋文庫研究員）
【研究の目的】
東アジアの近代化は、単に欧米の諸制度或いは思想、文化を移しただけのものではあり得なかった。
東アジアの各地域、とりわけ政治、経済、文化の中心であった都市においては、伝統的社会、制度、文
化と西欧のそれとが激しく衝突を繰り返しながらそれぞれが変容を遂げつつ「近代化」がなされていっ
たのである。
本研究は、そうした問題意識から、東アジアの近代化において、各地域の伝統文化がどのように変容
していったのか、また伝統文化は欧米から導入した或いは押しつけられた制度や文化をどのように咀嚼
し飲み込んでいったのか、その結果、伝統と近代はどのようなモザイク模様となって今日の我々の社会
や文化を規定しているのかを考えることとした。
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【研究成果の概要】
研究計画を立ち上げる時点ではテーマが絞りきれず、「東アジア近代における伝統とその変容」とい
う些か大きすぎるグループ名となったが、実際にメンバーが顔を合わせ、活動を開始する中で、「東ア
ジアの環境問題・環境観における伝統と近代」という論点が浮かび上がってきた。これをテーマに公開
研究会を5回開催し、日本・中国の伝統的な自然観、近代日本の公害問題、現代中国と日本の環境問題
等について議論を進めてきた。
2014年3月には、代表者の村井により香港の環境保護団体に対するインタビュー調査が実施され、そ
の成果は『神奈川大学アジア・レビュー』に調査報告として準備中である。
2015年3月には、グループ・メンバーの東郷と村井により、日本の公害の原点ともいわれる水俣病事
件の発生地である熊本県水俣市を訪れ、現地の研究機関や、水俣病の経験を語り継ぐ民間団体、被害患
者の現状などを調査した。調査の概要に関しては東郷による報告がある（下記）。
これらの成果を踏まえ、シンポジウム「公害をいかに伝えていくか─東アジア近現代史の視点から」
を開催する。
日時：2016年3月21日（月、祝）13:00～17:00
【当該研究課題に関連する主な発表論文等】
孫安石「上海の敵国人集団生活所をめぐる物語─アメリカ国立文書館（NARA）の資料─」、News 
Letter No.3、神奈川大学アジア研究センター
東郷佳朗「水俣を訪れて」、News Letter No.3、アジア研究センター
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